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外部の支援なしに
燃料を冷やし続けられる時間
緊急安全対策前

燃料の場所
緊急安全対策後
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2号機
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貯蔵プール
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原子炉
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約2.3日
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約2.7日

約5時間
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一次評価

対　象 評 価 内 容

再稼働の
可否を判断

運転継続の
可否を判断

想定を超える事象に対して、
安全上重要な施設・機器等が、
どの程度の安全上の余裕（安
全裕度）を持っているかを評価

定期検査中で
起動準備の
整った
原子力発電所

二次評価 想定を超える事象に対して、
原子力発電所全体の施設・
機器等を対象に、発電所の
総合的な安全性を評価

すべての
原子力発電所

全交流電源喪失に関する評価の場合

玄
げん

　海
かい

原子力
発電所

川
せん

　内
だい

原子力
発電所

・
・

・電力系統
・シビアアクシデント
・基準地震動
・使用済燃料

用語集を
ご覧ください

　ストレステストとは、設計上の想定を超える地震
や津波等に対して、原子力発電所がどこまで耐え
られるか、一次評価と二次評価に分けて調べるもの
です。当社の原子力発電所においては、全号機の
一次評価を完了し、その評価結果について国へ報
告しました。
　想定を超えるストレス（地震・津波）に対し、地
震については基準地震動の1.61倍～1.89倍、津
波については13.0m～15.0mまで、燃料を冷却す
る機能が維持されることを確認しました。

　また、外部の支援なしに燃料を冷やし続けられる
時間についても、約65日～104日と外部からの支
援を期待するのに十分な時間を確保できることを確
認しました。
　なお、当社の一次評価の結果については、国によ
って審査が行われることとなっています。

原子力発電所の安全対策

ストレステスト（一次評価）における評価結果について

　また、「緊急安全対策」に加え、原子力発電所への
電力系統の信頼性評価などの「外部電源の信頼性
確保」や、がれき撤去用重機の配備などの「シビアア
クシデント（過酷事故）への対応」についても実施し

ています。
　これらの設備面の対策に加え、以下のような訓練
や手順書の整備など、ソフト面の対策についても実施
しています。

［仮設ポンプによる冷却水供給訓練］ ［移動用機器による電力供給訓練］

緊急安全対策訓練 外部電源復旧訓練
照明を消灯した中での
訓練シミュレータを用いた運転操作訓練

全交流電源喪失訓練 がれき撤去訓練
小型ホイールローダによる
がれき撤去訓練

原子力発電所の安全対策については、当社ホームページにも掲載しています。
関連・詳細情報（P2参照） 〉 東日本大震災にかかる当社原子力発電所の安全対策の取組みなど

http://www.kyuden.co.jp/torikumi_nuclear



